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◆第９回ふくいチャリティー・アート展のご案内

社協TOPICS
◆アクティブシニア養成講座 受講生募集
◆介護保険事業所に専門家を派遣します
◆成年後見講座のご案内
◆福祉サービスの苦情相談窓口のご案内

6,7P報告
◆タイ技能実習生送出機関との契約合意
◆「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
◆ライオンズクラブ国際協会334-D地区と
　北陸3県社協が連携協定を締結

4,5P
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11この広報誌は赤い羽根共同募金の助成により作成しました。

入場無料

（※）「くらふとくらぶ」は、知的・発達障がいの方の余暇活動や就労の一助となる技術習得を支援する目的で
　　2014年に設立された団体です。

サキドリ情報

協定合意のためのオンライン面談の様子

　去る10月１日、県社協と東南アジアのタイにある技能実
習生送出機関とをオンラインでつなぎ、介護職でのタイ人
技能実習生の送出し（受入れ）に係る協定に合意しました。
　コロナ禍による世界的な渡航制限を受け、行き来ができ
ない状況ですが、タイと福井とで介護人材の育成における
双方の連携が確認されました。（４ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

♥9月10日（木）

　寄付者 匿　名
　寄付金 50,000円（児童福祉分野の支援）
　寄付先 福井県社会福祉協議会

♥9月23日（水）

　寄贈者 一般社団法人生命保険協会 福井県協会 様
 障がい者支援団体への助成金100,000円　
 エコキャップ 441,813個、使用済み切手 500g
　助成先 社会福祉法人福井県セルプ
　寄贈先 エコキャップ…ふくいエコキャップ運動委員会
 使用済み切手…誕生日ありがとう運動本部（神戸市）

心温まる寄付・寄贈に心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

　本県にゆかりのある名士・作家の方から寄贈された書・絵画・版画・陶芸品などを展示し、入札

にて頒布します。本作品頒布による収益は、子どもの健全育成自立支援に向けた事業「子ども未来

支援事業」の財源として活用させていただきます。

　また、「くらふとくらぶ（※）」の作品展も同会場にて開催させていただきます。

　詳しくは、総務企画課「ふくいチャリティー・アート展」係まで（☎0776-24-2339）

11月28日（土）～30日（月） 9：30～ 17：00（最終日は15：30まで）

福井市にぎわい交流施設「ハピリンホール」（福井市中央1丁目2-1）

日　　時

会　　場

一般社団法人生命保険協会 福井県協会様から寄付・寄贈

令和2年度福井県社会福祉協議会・
福井県共同募金会会長表彰受賞者一覧

別紙



総
合
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
、
緊
急
小
口

資
金
だ
け
で
は
生
活
資
金
を
補
え
ず
、
さ
ら

に
当
面
の
生
活
費
が
必
要
と
な
る
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
の
貸
付
が
２
３
３

件
、
１
２
１
、２
７
０
千
円
に
及
ぶ
な
ど
現

在
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
困
窮

し
て
い
る
世
帯
が
少
な
く
な
い
と
い
う
状
況

が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
の
住
所
地
や
就
業
職
種
の

状
況
を
見
る
と
、
福
井
市
内
か
ら
の
申
込
が

世
帯
の
割
合
に
比
し
て
大
き
く
、
ま
た
飲
食

業
や
タ
ク
シ
ー
、
代
行
業
と
い
っ
た
業
種
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ

る
「
夜
の
街
」
や
、
先
般
の
昼
カ
ラ
に
お
け

る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
る
休
業
等
の
影
響

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
就
業

形
態
を
見
る
と
、
一
般
的
な
割
合
に
比
し
て

自
営
業
が
多
く
、
特
に
影
響
が
出
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

こ
の
特
例
貸
付
は
当
初
７
月
末
で
終
了
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

延
長
を
重
ね
、
現
在
は
12
月
末
ま
で
申
込
を

受
付
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
総

合
支
援
資
金
に
つ
い
て
原
則
３
か
月
の
貸
付

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
借
入
後
も
な
お
引

き
続
き
困
窮
が
続
く
場
合
に
は
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
更
に
３
か
月
の
延
長
貸
付
が
可

能
と
な
り
、
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

状
況
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今

後
も
本
事
業
や
他
の
事
業
を
通
じ
、
行
政
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生
活
に

困
窮
す
る
方
々
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

今
年
初
め
に
感
染
が
拡
大
し
始
め
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社
会
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
特
に
経
済
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
休
業
や
業
務
縮
小
を
し
た

企
業
等
も
数
多
く
、
そ
の
結
果
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
生
活

困
難
に
陥
っ
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
、
全
国
の
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
従
来
か
ら
低
所
得
者

等
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業
の
特
例
措
置
を
設
け
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
方
を
対
象
に
、
３
月
25
日
か
ら
左
記
の

と
お
り
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
こ
の
特
例
貸
付
の
本
県
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
に
つ
い
て
、
９
月
末
ま

で
の
貸
付
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
、
緊
急

小
口
資
金
は
貸
付
件
数
２
、４
７
１
件
、
貸

付
額
４
４
９
、２
２
５
千
円
、
総
合
支
援
資

金
は
貸
付
件
数
７
２
４
件
、
貸
付
額
は
３
７

３
、３
８
０
千
円
と
な
り
、
貸
付
件
数
は
、
例

年
の
60
倍
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
入
申
込
者
の
月
ご
と
の
推
移
や

就
業
職
種
等
の
割
合
は
次
頁
の
と
お
り
で

す
。
緊
急
小
口
資
金
は
５
月
に
６
２
７
件
、

１
１
１
、８
６
０
千
円
を
貸
し
付
け
る
な
ど

一
時
的
な
生
活
資
金
と
し
て
の
申
込
等
が
殺

到
し
ま
し
た
。
現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
な
お
一
定
の
申
込
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
へ
の
支
援

〜
生
活
福
祉
資
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て
〜

特集

総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付

対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
収
入
の

減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、
日
常

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯
。

貸
付
額
：（
２
人
以
上
世
帯
）
月
20
万
円
以
内

　
　
　
　
　（
単
身
世
帯
）
月
15
万
円
以
内

貸
付
期
間
：
原
則
３
月
以
内

　
　
　
　
　（
一
定
の
条
件
下
で
３
月
延
長
可
）

据
置
期
間
：
１
年
以
内

償
還
期
間
：
10
年
以
内

貸
付
利
子
：
無
利
子
　
　
保
証
人
：
不
要

表１　貸付実績（件）（貸付額は千円）

～高校・大学等への進学のお手伝い～
生活福祉資金（教育支援資金）貸付制度のご案内

本県における新型コロナウイルス感染症による生活福祉資金特例貸付の状況

福 井 市

敦 賀 市

小 浜 市

大 野 市

勝 山 市

鯖 江 市

あわら市

越 前 市

坂 井 市

永平寺町

池 田 町

南越前町

越 前 町

美 浜 町

高 浜 町

おおい町

若 狭 町

件 数 計

貸付額計

1,101

206

108

76

21

150

133

261

262

36

3

17

34

13

19

9

22

2,471

449,225

374

52

5

10

4

37

20

89

87

9

4

8

7

5

6

4

3

724

373,380

市町
資金 緊急小口

資　金
総合支援
資　金

本会では、低所得者世帯を対象に進学に必要な費用をお貸ししています。
【概要】

※教育支援費の貸付限度額は、特に必要であると認められる場合には、記載額の1.5倍となります。

【利用にあたって】
・進学者が借受人、親権者または生計中心者が連帯借受人となる必要があります。
・高等教育の修学支援新制度、または県母子寡婦福祉資金が利用できる場合は、これらの制度を優先してご利
用ください。なお、これらの制度で資金不足する場合、または支給されるまでの間のつなぎとして生活福祉
資金を利用することは可能です。

・償還完了まで、県市町社会福祉協議会および地域の民生委員が見守り相談支援にあたります。
・貸付金は、就学支度費は一括で入学前に、教育支援費は上半期分、下半期分に分けて年2回、ご指定の口座
に振り込みます。

・貸付に際してはその他諸条件があります。詳細はお住まいの市町社会福祉協議会にお問い合わせください。

資金種類

教育支援費

就学支度費

使途内容 貸付限度額 ※ 償還期間 利子

無利子

学校教育法に規定する高等学校、
大学、高等専門学校に就学するの
に必要な経費 20年以内

貸付額により
期間の目安あり

学校教育法に規定する高等学校、
大学、高等専門学校への入学に
際し必要な経費

◎高等学校 月額 35,000円以内
◎短期大学（専修学校専門課程含む）
 月額 60,000円以内
◎大　　学 月額 65,000円以内

50万円以内

令和２年９月末日現在

貸付状況 就業形態別

就業職種別

0
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(件)

4月 5月 6月 7月 8月 9月

307

627

497

402
361

277

自営
29.4%

飲食
16.3%

タクシー等
8.4%

建設
8.6%

宿泊・旅行
4.7%

無職
6.6%製造

4.1%
運送
3.1%

その他
48.2%

被雇用者
65.1%

無職
5.5%

貸付状況 就業形態別

就業職種別

0

50

100
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200
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4月 5月 6月 7月 8月 9月
1

40

81

199

170

233

自営
32.4%

飲食
15.5%

タクシー等
5.0%

建設
12.5%

宿泊・旅行
3.5%

無職
19.8%

製造
3.9%

運送
4.4%

その他
35.4%

被雇用者
48.4%

無職
19.2%

緊急小口資金 総合支援資金

(件)

緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付

対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

休
業
等
に
よ
る
収
入
の
減
少
が
あ
り
、

緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め

の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯

貸
付
額
：
20
万
円
以
内

据
置
期
間
：
１
年
以
内

償
還
期
間
：
２
年
以
内

貸
付
利
子
：
無
利
子   

　
保
証
人
：
不
要

（　　　　　　　）
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総
合
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
、
緊
急
小
口

資
金
だ
け
で
は
生
活
資
金
を
補
え
ず
、
さ
ら

に
当
面
の
生
活
費
が
必
要
と
な
る
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
の
貸
付
が
２
３
３

件
、
１
２
１
、２
７
０
千
円
に
及
ぶ
な
ど
現

在
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
困
窮

し
て
い
る
世
帯
が
少
な
く
な
い
と
い
う
状
況

が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
の
住
所
地
や
就
業
職
種
の

状
況
を
見
る
と
、
福
井
市
内
か
ら
の
申
込
が

世
帯
の
割
合
に
比
し
て
大
き
く
、
ま
た
飲
食

業
や
タ
ク
シ
ー
、
代
行
業
と
い
っ
た
業
種
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ

る
「
夜
の
街
」
や
、
先
般
の
昼
カ
ラ
に
お
け

る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
る
休
業
等
の
影
響

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
就
業

形
態
を
見
る
と
、
一
般
的
な
割
合
に
比
し
て

自
営
業
が
多
く
、
特
に
影
響
が
出
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

こ
の
特
例
貸
付
は
当
初
７
月
末
で
終
了
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

延
長
を
重
ね
、
現
在
は
12
月
末
ま
で
申
込
を

受
付
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
総

合
支
援
資
金
に
つ
い
て
原
則
３
か
月
の
貸
付

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
借
入
後
も
な
お
引

き
続
き
困
窮
が
続
く
場
合
に
は
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
更
に
３
か
月
の
延
長
貸
付
が
可

能
と
な
り
、
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

状
況
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今

後
も
本
事
業
や
他
の
事
業
を
通
じ
、
行
政
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生
活
に

困
窮
す
る
方
々
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

今
年
初
め
に
感
染
が
拡
大
し
始
め
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社
会
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
特
に
経
済
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
休
業
や
業
務
縮
小
を
し
た

企
業
等
も
数
多
く
、
そ
の
結
果
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
生
活

困
難
に
陥
っ
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
、
全
国
の
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
従
来
か
ら
低
所
得
者

等
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業
の
特
例
措
置
を
設
け
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
方
を
対
象
に
、
３
月
25
日
か
ら
左
記
の

と
お
り
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
こ
の
特
例
貸
付
の
本
県
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
に
つ
い
て
、
９
月
末
ま

で
の
貸
付
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
、
緊
急

小
口
資
金
は
貸
付
件
数
２
、４
７
１
件
、
貸

付
額
４
４
９
、２
２
５
千
円
、
総
合
支
援
資

金
は
貸
付
件
数
７
２
４
件
、
貸
付
額
は
３
７

３
、３
８
０
千
円
と
な
り
、
貸
付
件
数
は
、
例

年
の
60
倍
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
入
申
込
者
の
月
ご
と
の
推
移
や

就
業
職
種
等
の
割
合
は
次
頁
の
と
お
り
で

す
。
緊
急
小
口
資
金
は
５
月
に
６
２
７
件
、

１
１
１
、８
６
０
千
円
を
貸
し
付
け
る
な
ど

一
時
的
な
生
活
資
金
と
し
て
の
申
込
等
が
殺

到
し
ま
し
た
。
現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
な
お
一
定
の
申
込
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
へ
の
支
援

〜
生
活
福
祉
資
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て
〜

特集

総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付

対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
収
入
の

減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、
日
常

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯
。

貸
付
額
：（
２
人
以
上
世
帯
）
月
20
万
円
以
内

　
　
　
　
　（
単
身
世
帯
）
月
15
万
円
以
内

貸
付
期
間
：
原
則
３
月
以
内

　
　
　
　
　（
一
定
の
条
件
下
で
３
月
延
長
可
）

据
置
期
間
：
１
年
以
内

償
還
期
間
：
10
年
以
内

貸
付
利
子
：
無
利
子
　
　
保
証
人
：
不
要

表１　貸付実績（件）（貸付額は千円）

～高校・大学等への進学のお手伝い～
生活福祉資金（教育支援資金）貸付制度のご案内

本県における新型コロナウイルス感染症による生活福祉資金特例貸付の状況

福 井 市

敦 賀 市

小 浜 市

大 野 市

勝 山 市

鯖 江 市

あわら市

越 前 市

坂 井 市

永平寺町

池 田 町

南越前町

越 前 町

美 浜 町

高 浜 町

おおい町

若 狭 町

件 数 計

貸付額計

1,101

206

108

76

21

150

133

261

262

36

3

17

34

13

19

9

22

2,471

449,225

374

52

5

10

4

37

20

89

87

9

4

8

7

5

6

4

3

724

373,380

市町
資金 緊急小口

資　金
総合支援
資　金

本会では、低所得者世帯を対象に進学に必要な費用をお貸ししています。
【概要】

※教育支援費の貸付限度額は、特に必要であると認められる場合には、記載額の1.5倍となります。

【利用にあたって】
・進学者が借受人、親権者または生計中心者が連帯借受人となる必要があります。
・高等教育の修学支援新制度、または県母子寡婦福祉資金が利用できる場合は、これらの制度を優先してご利
用ください。なお、これらの制度で資金不足する場合、または支給されるまでの間のつなぎとして生活福祉
資金を利用することは可能です。

・償還完了まで、県市町社会福祉協議会および地域の民生委員が見守り相談支援にあたります。
・貸付金は、就学支度費は一括で入学前に、教育支援費は上半期分、下半期分に分けて年2回、ご指定の口座
に振り込みます。

・貸付に際してはその他諸条件があります。詳細はお住まいの市町社会福祉協議会にお問い合わせください。

資金種類

教育支援費

就学支度費

使途内容 貸付限度額 ※ 償還期間 利子

無利子

学校教育法に規定する高等学校、
大学、高等専門学校に就学するの
に必要な経費 20年以内

貸付額により
期間の目安あり

学校教育法に規定する高等学校、
大学、高等専門学校への入学に
際し必要な経費

◎高等学校 月額 35,000円以内
◎短期大学（専修学校専門課程含む）
 月額 60,000円以内
◎大　　学 月額 65,000円以内

50万円以内

令和２年９月末日現在

貸付状況 就業形態別

就業職種別

0

100

200

300

400

500

600

700
(件)

4月 5月 6月 7月 8月 9月

307

627

497

402
361

277

自営
29.4%

飲食
16.3%

タクシー等
8.4%

建設
8.6%

宿泊・旅行
4.7%

無職
6.6%製造

4.1%
運送
3.1%

その他
48.2%

被雇用者
65.1%

無職
5.5%

貸付状況 就業形態別

就業職種別

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月
1

40

81

199

170

233

自営
32.4%

飲食
15.5%

タクシー等
5.0%

建設
12.5%

宿泊・旅行
3.5%

無職
19.8%

製造
3.9%

運送
4.4%

その他
35.4%

被雇用者
48.4%

無職
19.2%

緊急小口資金 総合支援資金

(件)

緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付

対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

休
業
等
に
よ
る
収
入
の
減
少
が
あ
り
、

緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め

の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯

貸
付
額
：
20
万
円
以
内

据
置
期
間
：
１
年
以
内

償
還
期
間
：
２
年
以
内

貸
付
利
子
：
無
利
子   

　
保
証
人
：
不
要

（　　　　　　　）
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福井県保育人材センター　TEL.0776-21-2294問合せ先

去る10月1日、県社協とタイのTheps 2018 Recruitment Co.,Ltd
（以下「Theps社」という）は、タイ人技能実習生（介護職種）送出し
に係る協定に合意しました。同社は、病院併設の人材研修機関も運営し、
介護分野の技能実習生送出しのほか、高等専門学校との連携で介護教
育を進めるなど、タイ国内外における介護人材の育成に力を入れてい
る団体です。
本来であれば、バンコクの同社を訪問し、協定の調印を行うところ
でしたが、新型コロナウイルス禍の渡航制限を受け、本会の北専務理事とTheps社 代表取締役社長 Jongsawad 
Lertthanasarn氏によるオンライン面談で協定内容を確認しあい、合意に至りました。
今後は、技能実習生の受入れ業務を行う監理団体としての許可申請を経て、来年度中のタイ人技能実習生（第
一期生）の受入れを目指すとともに、もう一つの枠組みとして県等の連携ですすめている現地の高校での技能実
習生の育成およびその受入れにも取組んでいきます。

近年、頻発している自然災害への対応は、被災され
た方々への相談援助や生活支援、災害ボランティア活
動を通じた復旧・復興支援活動の一環として、社協が
すすめる「地域福祉」の重要な取組みになっています。
一方、「被災者中心」・「地元主体」・「協働」を土台
にすすめる社協ネットワークによる支援活動では、専
門技術や資機材の調達、財源確保などの課題があり、
企業など多様なセクターとの新たなネットワークづく
りが課題となっていました。

こうした中、昨年９月には福井、そして去る10月7日、
8日には石川、富山の北陸3県社協とこのエリアを統
括するライオンズクラブ国際協会334-D地区による
「災害時における福祉・ボランティア活動支援に関す
る相互連携協定」が締結されました。
これにより、広域の災害支援活動の大きな推進力を
得ることになり、今後は市町域でも同様の協定締結、
さらには平時における相互交流や研修の共同企画など
の取組みの広がりが期待されています。

タイ技能実習生送出機関との契約合意北陸エリアの災害支援活動に大きな力

ライオンズクラブ国際協会３３４-D地区と
北陸３県社協が連携協定を締結

福井県保育人材センターでは、保育所等の求人担当者と直接面
談し、施設の魅力や採用の情報等についての話が聞ける、職場説明・
面談会を開催します。
保育の職場で働きたい方、お探しの方、保育の仕事に関心のあ
る方など、どなたでも参加自由です。
皆様のご来場をお待ちしております。

「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
～あなたと子どもたちをつなげます！～

テップス

ジョンサワット

ラータナサーン

●日　時　令和2年11月28日（土）
　　　　　13：00～15：30（受付12：30～）
●場　所　福井県産業会館 本館展示場（福井市下六条町103番地）
●内　容　13：00～13：30　潜在保育士向け就職応援セミナー（※事前申込が必要）
　　　　　　　　　　　　　●今の保育についてのお話　●手遊びグッズの作成
　　　　　13：30～15：30　職場説明・面談会
●その他　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　　　　次の事項に留意し開催します。
　　　　　◎マスク着用　◎手指消毒　◎３密防止
　　　　　無料託児コーナー（要予約）

参加
無料

谷本正憲石川県社協会長（左）と
岸省三334-D地区ガバナー（令和2年10月7日）

岩城勝英富山県社協会長（右）と
岸省三334-D地区ガバナー（令和2年10月8日）

小藤幸男福井県社協会長（左）と
山岸博之334-D地区ガバナー（令和元年9月13日当時）
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福井県保育人材センター　TEL.0776-21-2294問合せ先

去る10月1日、県社協とタイのTheps 2018 Recruitment Co.,Ltd
（以下「Theps社」という）は、タイ人技能実習生（介護職種）送出し
に係る協定に合意しました。同社は、病院併設の人材研修機関も運営し、
介護分野の技能実習生送出しのほか、高等専門学校との連携で介護教
育を進めるなど、タイ国内外における介護人材の育成に力を入れてい
る団体です。
本来であれば、バンコクの同社を訪問し、協定の調印を行うところ
でしたが、新型コロナウイルス禍の渡航制限を受け、本会の北専務理事とTheps社 代表取締役社長 Jongsawad 
Lertthanasarn氏によるオンライン面談で協定内容を確認しあい、合意に至りました。
今後は、技能実習生の受入れ業務を行う監理団体としての許可申請を経て、来年度中のタイ人技能実習生（第
一期生）の受入れを目指すとともに、もう一つの枠組みとして県等の連携ですすめている現地の高校での技能実
習生の育成およびその受入れにも取組んでいきます。

近年、頻発している自然災害への対応は、被災され
た方々への相談援助や生活支援、災害ボランティア活
動を通じた復旧・復興支援活動の一環として、社協が
すすめる「地域福祉」の重要な取組みになっています。
一方、「被災者中心」・「地元主体」・「協働」を土台
にすすめる社協ネットワークによる支援活動では、専
門技術や資機材の調達、財源確保などの課題があり、
企業など多様なセクターとの新たなネットワークづく
りが課題となっていました。

こうした中、昨年９月には福井、そして去る10月7日、
8日には石川、富山の北陸3県社協とこのエリアを統
括するライオンズクラブ国際協会334-D地区による
「災害時における福祉・ボランティア活動支援に関す
る相互連携協定」が締結されました。
これにより、広域の災害支援活動の大きな推進力を
得ることになり、今後は市町域でも同様の協定締結、
さらには平時における相互交流や研修の共同企画など
の取組みの広がりが期待されています。

タイ技能実習生送出機関との契約合意北陸エリアの災害支援活動に大きな力

ライオンズクラブ国際協会３３４-D地区と
北陸３県社協が連携協定を締結

福井県保育人材センターでは、保育所等の求人担当者と直接面
談し、施設の魅力や採用の情報等についての話が聞ける、職場説明・
面談会を開催します。
保育の職場で働きたい方、お探しの方、保育の仕事に関心のあ
る方など、どなたでも参加自由です。
皆様のご来場をお待ちしております。

「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
～あなたと子どもたちをつなげます！～

テップス

ジョンサワット

ラータナサーン

●日　時　令和2年11月28日（土）
　　　　　13：00～15：30（受付12：30～）
●場　所　福井県産業会館 本館展示場（福井市下六条町103番地）
●内　容　13：00～13：30　潜在保育士向け就職応援セミナー（※事前申込が必要）
　　　　　　　　　　　　　●今の保育についてのお話　●手遊びグッズの作成
　　　　　13：30～15：30　職場説明・面談会
●その他　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　　　　次の事項に留意し開催します。
　　　　　◎マスク着用　◎手指消毒　◎３密防止
　　　　　無料託児コーナー（要予約）

参加
無料

谷本正憲石川県社協会長（左）と
岸省三334-D地区ガバナー（令和2年10月7日）

岩城勝英富山県社協会長（右）と
岸省三334-D地区ガバナー（令和2年10月8日）

小藤幸男福井県社協会長（左）と
山岸博之334-D地区ガバナー（令和元年9月13日当時）
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福祉サービスの苦情解決をお手伝い！

地域福祉課 生活支援グループ　TEL.0776-24-4987問合せ先

アクティブシニア養成講座 受講生募集
地域活動リーダー養成講座

～おとなのための“あったらいいな”実現塾～

●日　　程
　【2日間】11/30（月）13：30～15：30
　　　　　12/  4（金）13：30～16：30
●会　　場
　福井県社会福祉センター ４階「研修室」
●定　　員　20名
●受 講 料　無料
●講　　師　福井大学国際地域学部
　　　　　　　　准教授　田中 志敬 氏
●申込締切　11月20日（金）

ふまねっとサポーター養成講座

●日　　程
　12月1日（火）10：00～16：30
　昼食・休憩1時間
　※途中退席不可
●会　　場
　福井県社会福祉センター「体育館」
●定　　員　10名（定員に達し次第締切）
●受 講 料　3,000円（サポーター認定証代）
●講　　師　認定NPO法人ふまねっと
　　　　　　　　理事　薬師寺 清幸 氏
●申込締切　11月13日（金）

ふまねっとサポーター養成講座では、特製の網を踏まないよ
うに、楽しみながらゆっくりと歩く運動、ふまねっと運動を正
しく安全に指導する資格（認定NPO法人ふまねっと正会員
認定証）が取れます。

◉対　　象　県内在住の概ね60歳以上の方で修了後ボランティア活動に意欲のある方
　　　　　　※地域活動リーダー養成講座は、シニア世代の活動を支援している関係機関職員の方も受講して頂けます。
◉申込方法　県社協ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/）から申込書（チラシ）をダウンロード。
　　　　　　必要事項を記入し、FAX・郵送・Eメール等にてお申込みください。

地域の課題や関心があることを持ち寄り、
　“あったらいいな”と思う活動プランづくりを学びます!

『介護職員処遇改善加算』を取得されたい事業所に
専門家（社会保険労務士）を派遣します!!

令和2年度 介護職員処遇改善加算取得促進事業（福井県長寿福祉課委託事業）

派遣対応内容
■職位・職責・職務内容に応じた任用要件の整備　　■資質向上のための計画の策定
■経験若しくは資格等に応じて昇給する仕組み　　　■研修の受講支援
■メンター（新人指導担当者）制度等導入　　　　　■介護サービス情報公表制度の活用
※派遣には福祉人材センター職員が立ち会い、事前の課題整理等もお手伝いします。

成年後見講座
　本講座は、その人らしく生活する権利を護る「成年後見制度」について、基礎から成年後見人等の実務など
を学び、制度への理解を深めることを目的として開催します。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Web上でオンデマンド方式による開催とします。

　運営適正化委員会では、福祉施設・事業所における適切な苦情解決と苦情解決を活かした福祉サービスの質
の向上のための支援を行っています。

事業所に直接話しにくい場合や、事業所との話し合いで解決できなかった場合などお気軽にご相談ください。
秘密は必ず守ります（匿名でもかまいません）。

●主　　催
　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会（福井県委託事業）
●日　　程
　令和2年11月20日～令和2年12月3日
　※期間中、YouTube上で講座動画を受講申込者のみに限定公開します。
●受講方法
　受講希望者は、QRコードからお申し込みください。
　締め切り：令和2年11月19日（木）
　QRコードからの申込みができない方は、下記までご連絡ください。
　 • 申込者には、本会から講座資料等を郵送するとともに、講座視聴のためのURLをメール
　　でお送りします。
　 • 資料は11月10日頃から随時送付しますが、配信期間が始まっても届かない場合は、事務
　　局までお問い合わせください。
●受 講 料　無料
●そ の 他
　 • 講座視聴に必要なPC機器、インターネット環境、通信費用については、受講者において準備・負担を
　　お願いいたします。
　 • 講座動画の録画・録音、二次使用および受講申込者以外への動画配信URLの共有は行わないでください。
　 • 本事業において本会が取得した個人情報は適正に利用し、本事業以外には利用しません。

●期　間　令和３年３月末まで（新規受付は2月末まで）
●対　象　加算（Ⅱ）～（Ⅴ）または加算未取得の介護保険事業所
●費　用　無料（1法人2回まで）

今年はオンラインで実施します!
受講料
無料

問合せ先
申 込 先

人材研修課 人材グループ
TEL.0776-21-2294　FAX.0776-24-4187　E-mail :jinzai-center@f-shakyo.or.jp

問合せ先
福井県運営適正化委員会　
TEL.0776-24-2347　FAX.0776-24-8942　E-mail :kujyo@f-shakyo.or.jp
〒910-8516 福井市光陽2丁目3-22　福井県社会福祉協議会内

生きがい・健康づくり、仲間づくり、ボランティア活動しませんか

▲
お申し込みは
こちら

派遣をご希望の場合、県社協ホームページ（http://www.f-shakyo.or.jp/）に
掲載の申込書により窓口または郵送でお申込みください。

問合せ先
申 込 先

地域福祉課 地域支援グループ
TEL.0776-24-2433　FAX.0776-24-0041　E-mail : sukoyaka@f-shakyo.or.jp

【相談時間】月曜日～金曜日　午前9時～午後5時（祝日・年末年始は除きます。）

福祉サービスを利用して…

など
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　“あったらいいな”と思う活動プランづくりを学びます!

『介護職員処遇改善加算』を取得されたい事業所に
専門家（社会保険労務士）を派遣します!!

令和2年度 介護職員処遇改善加算取得促進事業（福井県長寿福祉課委託事業）

派遣対応内容
■職位・職責・職務内容に応じた任用要件の整備　　■資質向上のための計画の策定
■経験若しくは資格等に応じて昇給する仕組み　　　■研修の受講支援
■メンター（新人指導担当者）制度等導入　　　　　■介護サービス情報公表制度の活用
※派遣には福祉人材センター職員が立ち会い、事前の課題整理等もお手伝いします。

成年後見講座
　本講座は、その人らしく生活する権利を護る「成年後見制度」について、基礎から成年後見人等の実務など
を学び、制度への理解を深めることを目的として開催します。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Web上でオンデマンド方式による開催とします。

　運営適正化委員会では、福祉施設・事業所における適切な苦情解決と苦情解決を活かした福祉サービスの質
の向上のための支援を行っています。

事業所に直接話しにくい場合や、事業所との話し合いで解決できなかった場合などお気軽にご相談ください。
秘密は必ず守ります（匿名でもかまいません）。
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　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会（福井県委託事業）
●日　　程
　令和2年11月20日～令和2年12月3日
　※期間中、YouTube上で講座動画を受講申込者のみに限定公開します。
●受講方法
　受講希望者は、QRコードからお申し込みください。
　締め切り：令和2年11月19日（木）
　QRコードからの申込みができない方は、下記までご連絡ください。
　 • 申込者には、本会から講座資料等を郵送するとともに、講座視聴のためのURLをメール
　　でお送りします。
　 • 資料は11月10日頃から随時送付しますが、配信期間が始まっても届かない場合は、事務
　　局までお問い合わせください。
●受 講 料　無料
●そ の 他
　 • 講座視聴に必要なPC機器、インターネット環境、通信費用については、受講者において準備・負担を
　　お願いいたします。
　 • 講座動画の録画・録音、二次使用および受講申込者以外への動画配信URLの共有は行わないでください。
　 • 本事業において本会が取得した個人情報は適正に利用し、本事業以外には利用しません。

●期　間　令和３年３月末まで（新規受付は2月末まで）
●対　象　加算（Ⅱ）～（Ⅴ）または加算未取得の介護保険事業所
●費　用　無料（1法人2回まで）

今年はオンラインで実施します!
受講料
無料
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社会福祉法人  福井県社会福祉協議会
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◆発行／社会福祉法人  福井県社会福祉協議会

◆編集／総務企画課（1部35円：購読料は会費に含まれます）

〒910-8516　福井市光陽2丁目3-22
TEL（0776）24-2339　URL  http://www.f-shakyo.or.jp/
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特 集 新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、生活に困窮する方々への支援2,3P

8P ◆寄付・寄贈
サキドリ情報
◆第９回ふくいチャリティー・アート展のご案内

社協TOPICS
◆アクティブシニア養成講座 受講生募集
◆介護保険事業所に専門家を派遣します
◆成年後見講座のご案内
◆福祉サービスの苦情相談窓口のご案内

6,7P報告
◆タイ技能実習生送出機関との契約合意
◆「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
◆ライオンズクラブ国際協会334-D地区と
　北陸3県社協が連携協定を締結

4,5P

CONTENTS

11この広報誌は赤い羽根共同募金の助成により作成しました。

入場無料

（※）「くらふとくらぶ」は、知的・発達障がいの方の余暇活動や就労の一助となる技術習得を支援する目的で
　　2014年に設立された団体です。

サキドリ情報

協定合意のためのオンライン面談の様子

　去る10月１日、県社協と東南アジアのタイにある技能実
習生送出機関とをオンラインでつなぎ、介護職でのタイ人
技能実習生の送出し（受入れ）に係る協定に合意しました。
　コロナ禍による世界的な渡航制限を受け、行き来ができ
ない状況ですが、タイと福井とで介護人材の育成における
双方の連携が確認されました。（４ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

♥9月10日（木）

　寄付者 匿　名
　寄付金 50,000円（児童福祉分野の支援）
　寄付先 福井県社会福祉協議会

♥9月23日（水）

　寄贈者 一般社団法人生命保険協会 福井県協会 様
 障がい者支援団体への助成金100,000円　
 エコキャップ 441,813個、使用済み切手 500g
　助成先 社会福祉法人福井県セルプ
　寄贈先 エコキャップ…ふくいエコキャップ運動委員会
 使用済み切手…誕生日ありがとう運動本部（神戸市）

心温まる寄付・寄贈に心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に活用させていただきます。

　本県にゆかりのある名士・作家の方から寄贈された書・絵画・版画・陶芸品などを展示し、入札

にて頒布します。本作品頒布による収益は、子どもの健全育成自立支援に向けた事業「子ども未来

支援事業」の財源として活用させていただきます。

　また、「くらふとくらぶ（※）」の作品展も同会場にて開催させていただきます。

　詳しくは、総務企画課「ふくいチャリティー・アート展」係まで（☎0776-24-2339）

11月28日（土）～30日（月） 9：30～ 17：00（最終日は15：30まで）

福井市にぎわい交流施設「ハピリンホール」（福井市中央1丁目2-1）

日　　時

会　　場

一般社団法人生命保険協会 福井県協会様から寄付・寄贈

令和2年度福井県社会福祉協議会・
福井県共同募金会会長表彰受賞者一覧

別紙
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
野
和
光
園

大
野
市	

佐
々
木
　
祐
美
子	

養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
野
和
光
園

大
野
市	
土
　
肥
　
知
　
博	

障
害
者
支
援
施
設 

希
望
園

勝
山
市	
榊
　
原
　
幸
　
子	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

鯖
江
市	

石
　
川
　
治
　
樹	

社
会
福
祉
法
人 

福
授
園

鯖
江
市	

岩
　
尾
　
　
　
拓	

障
害
者
支
援
施
設
ラ
イ
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

鯖
江
市	

新
　
清
　
千
　
秋	

障
害
者
支
援
施
設
ラ
イ
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

鯖
江
市	

石
　
本
　
千
代
子	

相
談
支
援
事
業
所
「
ふ
く
じ
ゅ
え
ん
当
田
」

鯖
江
市	

橋
　
爪
　
有
　
香	
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

五
岳
園

鯖
江
市	

内
　
山
　
克
　
己	
福
授
園
神
中
事
業
所

あ
わ
ら
市	

高
　
橋
　
直
　
栄	

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湯
の
町
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

三
　
島
　
恵
美
子	

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湯
の
町
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

矢
　
部
　
三
　
鈴	

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湯
の
町
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

大
　
倉
　
秀
　
之	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
原
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

浜
　
岸
　
佐
代
子	

湯
の
町
メ
ロ
ン
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

あ
わ
ら
市	

内
　
田
　
敦
　
子	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
原
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

坂
　
本
　
和
　
夫	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
原
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

千
　
葉
　
　
　
愛	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
原
メ
ロ
ン
苑

あ
わ
ら
市	

吉
　
川
　
正
　
美	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
原
メ
ロ
ン
苑

越
前
市	

森
　
本
　
由
香
里	

北
日
野
こ
も
れ
び
会

越
前
市	

福
　
田
　
由
紀
子	

さ
ん
ハ
ウ
ス
た
け
ふ

越
前
市	

魚
　
谷
　
知
　
世	

児
童
養
護
施
設 

一
陽

越
前
市	

前
之
園
　
ゆ
り
か	

児
童
養
護
施
設 

一
陽

越
前
市	

岸
　
下
　
　
　
桂	

た
け
ふ
福
祉
工
場

越
前
市	

山
　
本
　
　
　
健	

た
け
ふ
福
祉
工
場

坂
井
市	

齊
　
藤
　
弥
　
生	

介
護
老
人
福
祉
施
設 

長
寿
園

坂
井
市	

弓
　
取
　
　
　
寛	

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

坂
井
市	

宮
　
谷
　
正
　
子	

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

長
寿
の
郷

坂
井
市	

酒
　
田
　
貴
　
子	

長
寿
園
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

坂
井
市	

村
　
上
　
典
　
子	

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
園

坂
井
市	

森
　
崎
　
孝
　
子	

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
こ
い
ほ
ほ
え
み

坂
井
市	

平
　
林
　
賢
　
司	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
楽
荘

越
前
町	

坂
　
下
　
正
　
人	

織
田
や
す
ら
ぎ
会

越
前
町	

山
　
内
　
珠
　
紀	

越
前
町
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か

越
前
町	

赤
　
松
　
直
　
美	

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

越
前
町	

寺
　
山
　
佳
代
子	

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

越
前
町	

寺
　
前
　
里
　
美	

障
害
者
支
援
施
設 

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

越
前
町	

成
　
瀬
　
裕
　
崇	

障
害
者
支
援
施
設 

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

越
前
町	

岡
　
本
　
由
加
里	

や
す
ら
ぎ
荘

越
前
町	

寺
　
敷
　
　
　
唯	

や
す
ら
ぎ
荘

社
会
福
祉
施
設
功
労
表
彰〈
保
育
施
設
〉 （
５３
名
）

福
井
市	

山
　
崎
　
恵
　
美	

は
ち
ま
ん
こ
ど
も
園

福
井
市	

川
　
畑
　
佳
奈
恵	

北
部
保
育
園

福
井
市	

嶋
　
田
　
智
　
代	

森
田
栄
保
育
園

福
井
市	

髙
　
砂
　
祐
　
香	

森
田
栄
保
育
園
古
市
分
園

福
井
市	

三
　
上
　
宏
　
恵	

森
田
浜
保
育
園

福
井
市	

千
　
秋
　
智
佳
子	

社
保
育
園

福
井
市	

河
　
原
　
英
　
里	

鹿
苑
こ
ど
も
園

福
井
市	

宮
　
本
　
佳
　
織	

鹿
苑
こ
ど
も
園

小
浜
市	

櫻
　
井
　
ち
と
せ	

今
富
そ
ら
の
と
り
保
育
園

小
浜
市	

岡
　
本
　
恵
美
子	

口
名
田
保
育
園

小
浜
市	

山
　
田
　
陽
　
子	

国
富
保
育
園

小
浜
市	

池
　
端
　
佳
代
子	

や
ま
な
み
保
育
園

小
浜
市	

前
　
田
　
真
由
美	

や
ま
な
み
保
育
園

大
野
市	

楠
　
　
　
真
　
琴	

あ
か
ね
保
育
園

大
野
市	

立
　
川
　
真
由
美	

い
な
ほ
こ
ど
も
園

大
野
市	

畑
　
中
　
礼
　
子	

阪
谷
保
育
園

勝
山
市	

下
　
川
　
千
恵
美	

勝
山
市
立
平
泉
寺
保
育
園

福
井
市	

小
刀
稱
　
紀

　
一

鯖
江
市	

久
　
保
　
ち
づ
子

鯖
江
市	

谷
　
口
　
　
　
清

鯖
江
市	

野
　
尻
　
茂
　
野

越
前
町	

森
　
川
　
照
　
美

福
井
市	

浅
　
野
　
け
さ
子

福
井
市	

天
　
谷
　
淑
　
美

福
井
市	

五
十
嵐
　
よ
し
ゑ

福
井
市	

内
　
田
　
明
　
美

福
井
市	

小
　
寺
　
美
　
礼

福
井
市	

重
　
森
　
き
く
み

福
井
市	

竹
　
内
　
正
　
見

福
井
市	

辰
　
川
　
澄
　
子

福
井
市	

坪
　
田
　
千
栄
子

福
井
市	

長
谷
川
　
こ
ま
枝

福
井
市	

前
　
川
　
ま
さ
み

福
井
市	

前
　
田
　
委
久
子

福
井
市	

山
　
本
　
勝
　
枝

敦
賀
市	

河
　
辺
　
光
　
子

敦
賀
市	

木
　
嵜
　
ト
ミ
ヱ

敦
賀
市	

岸
　
本
　
康
　
子

敦
賀
市	

桑
　
村
　
英
　
一

敦
賀
市	

小
屋
越
　
直
　
喜

敦
賀
市	
坂
　
口
　
紅
　
葉

敦
賀
市	
中
　
村
　
照
　
美

敦
賀
市	
萩
　
谷
　
和
　
子

敦
賀
市	

藤
　
川
　
啓
　
吾

大
野
市	

牧
　
野
　
和
　
枝

越
前
市	

地
　
代
　
幹
　
枝

坂
井
市	

今
　
野
　
眞
　
弓

坂
井
市	

酒
　
井
　
澄
　
江

坂
井
市	

坪
　
内
　
優
　
三

坂
井
市	

坪
　
田
　
早
希
子

坂
井
市	

西
　
岡
　
孝
　
子

坂
井
市	

濵
　
谷
　
善
　
輝

坂
井
市	

三
　
枝
　
ゆ
き
子

坂
井
市	

吉
　
森
　
栄
　
子



勝
山
市	

松
　
田
　
良
　
美	

勝
山
市
立
平
泉
寺
保
育
園

勝
山
市	

三
田
村
　
有
　
紀	

し
ろ
き
こ
ど
も
園

勝
山
市	

吉
　
田
　
陽
向
恵	

し
ろ
き
こ
ど
も
園

鯖
江
市	

廣
　
部
　
友
　
和	

社
会
福
祉
法
人 

あ
す
な
ろ
福
祉
会

鯖
江
市	

菅
　
原
　
　
　
崇	

社
会
福
祉
法
人 

新
横
江
保
育
園

鯖
江
市	
青
　
木
　
香
　
里	

白
蓮
保
育
園

鯖
江
市	
城
　
田
　
美
　
佳	

白
蓮
保
育
園

鯖
江
市	
山
　
本
　
泰
　
代	

白
蓮
保
育
園

鯖
江
市	

中
　
川
　
三
千
代	

神
明
保
育
所

鯖
江
市	

岡
　
田
　
友
　
裕	

す
み
れ
保
育
園

鯖
江
市	

上
　
木
　
ひ
と
み	

ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

土
　
田
　
由
美
恵	
ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

中
　
村
　
民
　
枝	
ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

棗
　
　
　
円
　
香	
ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

野
　
崎
　
僚
　
子	

ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

藤
　
澤
　
賢
　
之	

ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

吉
　
村
　
和
　
江	

ふ
じ
保
育
園

鯖
江
市	

佐
々
木
　
法
　
子	

や
な
ぎ
保
育
園

鯖
江
市	

津
　
持
　
美
代
子	

や
な
ぎ
保
育
園

鯖
江
市	

若
　
杉
　
ゆ
か
り	

や
な
ぎ
保
育
園

鯖
江
市	

伊
　
藤
　
弥
　
生	

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

し
ん
よ
こ
え

鯖
江
市	

吉
　
田
　
右
多
美	

吉
江
保
育
園

あ
わ
ら
市	

大
　
黒
　
真
由
美	

芦
原
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市	

穴
　
田
　
育
　
美	

伊
井
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市	

白
　
川
　
康
　
子	

伊
井
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市	

滝
　
川
　
絵
　
理	

伊
井
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市	

畑
　
中
　
弥
　
生	

伊
井
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市	

北
　
野
　
　
恭
子	

北
潟
こ
ど
も
園

越
前
市	

齋
　
藤
　
聡
　
美	

認
定
こ
ど
も
園
服
間

越
前
市	

兵
　
　
　
絹
　
枝	

認
定
こ
ど
も
園
服
間

越
前
市	

岡
　
本
　
美
　
樹	

認
定
西
こ
ど
も
園

越
前
市	

牧
　
田
　
真
智
子	

認
定
西
こ
ど
も
園

坂
井
市	

加
　
納
　
倫
　
哉	

社
会
福
祉
法
人 

丸
岡
福
祉
会

坂
井
市	

林
　
田
　
絋
　
治	

社
会
福
祉
法
人 

丸
岡
福
祉
会

永
平
寺
町	

鈴
　
木
　
聡
　
子	

永
平
寺
町
御
陵
幼
児
園

永
平
寺
町	

石
　
塚
　
エ
　
リ	

永
平
寺
町
な
か
よ
し
幼
児
園

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
表
彰 

（
36
名
）

福
井
市	

前
　
田
　
一
　
信	

福
井
市
遺
族
連
合
会

福
井
市	

安
　
野
　
淑
　
子	

福
井
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

福
井
市	

清
　
水
　
洋
　
子	

福
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市	

小
　
川
　
恒
　
夫	

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市	

小
　
澤
　
長
　
裕	

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市	

小
　
林
　
裕
　
美	

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市	

前
　
田
　
博
　
次	

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市	

前
　
田
　
待
　
子	

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

小
浜
市	

澤
　
田
　
貴
美
恵	

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

小
浜
市	

清
　
水
　
美
恵
子	

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市	

上
　
山
　
陽
　
子	

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市	

小
　
川
　
幸
　
恵	

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市	

苅
　
部
　
弘
　
美	

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市	

小
　
出
　
順
　
子	

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市	

長
谷
川
　
幸
　
世	

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

井
　
上
　
優
　
子	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

岡
　
本
　
千
惠
美	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

斉
　
藤
　
繁
　
美	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

砂
　
田
　
眞
由
美	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

竹
　
内
　
育
　
子	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

藤
　
野
　
恵
美
子	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

坂
井
市	

松
　
村
　
三
起
子	

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

木
　
村
　
智
　
子	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

久
　
保
　
高
　
志	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

小
　
林
　
恵
　
子	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

清
　
水
　
佳
名
代	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

八
　
田
　
　
　
愛	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

古
　
川
　
広
　
美	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

森
　
下
　
裕
　
子	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	
山
　
口
　
慶
　
子	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	
山
　
下
　
八
千
代	

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町	

山
　
本
　
朗
　
子	

越
前
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議
会
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河
　
牧
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浜
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社
会
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協
議
会
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柘
　
原
　
優
　
江	

若
狭
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会
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祉
協
議
会

若
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若
狭
町
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会
福
祉
協
議
会

若
狭
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若
狭
町
社
会
福
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会

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰〈
個
人
〉 （
１６
名
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰〈
団
体
〉 （
１１
団
体
）

福
井
市	

お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
そ
よ
風

敦
賀
市	

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ぱ
ん
だ
」

鯖
江
市	

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
パ
ス
テ
ル

鯖
江
市	

折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
千
羽
づ
る

鯖
江
市	

点
訳
グ
ル
ー
プ 

あ
い
あ
い

越
前
市	

民
踊
サ
ー
ク
ル
「
い
こ
い
の
会
」

越
前
町	

朝
日
ハ
ン
ド
ベ
ル
フ
レ
ン
ズ

越
前
町	

越
前
地
区 

絵
手
紙
ク
ラ
ブ

越
前
町	

琴
城
流
大
正
琴
「
福
井
水
仙
会
」
水
仙
グ
ル
ー
プ

越
前
町	

ど
よ
う
お
は
な
し
広
場
「
虹
」

越
前
町	

宮
崎
地
区 

給
食
サ
ー
ビ
ス
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
表
彰 

（
１8
名
）

共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者
表
彰 

（
1
名
）

小
浜
市	

中
　
野
　
正
　
勝

共
同
募
金
運
動
優
良
団
体
表
彰 

（
１
団
体
）

鯖
江
市	

惜
陰
小
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

※
福
井
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
の
表
彰
式
は
、
11
月
16
日
㈪
に
福
井
県
社
会

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
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前
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晴

坂
井
市	

木
　
﨑
　
正
　
人

坂
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坂
井
市	
髙
　

　
悦
　
枝

坂
井
市	
坪
　
田
　
す
い
子

坂
井
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松
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重

南
越
前
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鈴
　
木
　
和
　
男

越
前
町	

漆
　
﨑
　
道
　
子

越
前
町	

川
　
上
　
幹
　
乃

越
前
町	

山
田
太
次
右
エ
門

福
井
市	

上
　
阪
　
　
　
巖

福
井
市	

岡
　
田
　
　
　
始

福
井
市	

斉
　
藤
　
喜
代
江

福
井
市	

清
　
水
　
洋
　
子

福
井
市	

鰐
　
渕
　
幸
　
子

越
前
市	

石
　
田
　
い
く
こ

越
前
市	

歸
　
山
　
礼
　
子

越
前
市	

河
　
合
　
美
智
子

越
前
市	

河
　
村
　
和
　
江

越
前
市	

田
　
中
　
征
　
子

越
前
市	

中
　
西
　
美
和
子

越
前
市	

永
　
井
　
　
　
明

越
前
市	

中
　
村
　
照
　
子

越
前
市	

中
　
條
　
正
　
夫

越
前
市	

西
　
川
　
秀
　
明

越
前
市	

福
　
岡
　
豊
　
子

越
前
市	

山
　
崎
　
喜
　
重

越
前
市	

若
　
泉
　
安
　
子

福井県社会福祉協議会会長表彰の表彰式（11月14日（土）13：30～）の模様は、
県社協のホームページおよびYouTubeチャンネルでご覧いただけます。（ライブ配信および録画配信）

ぜひご覧ください!

「
福
井
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
」被
表
彰
者

【
敬
称
略
】

ホームページ http://www.f-shakyo.or.jp/ YouTube https://www.youtube.com/channel/UCE_veyBblW2b6TO-6Hq0xvQ


